
令和６年度国際理解ワークショップ 申込用紙
提出日：　　　年　　月　　日　
	学校名
団体名
	

	住　所
連絡先
	〒
℡:　　　　　　　　　　　　　　Email:

	担当者名
連絡先
	氏名：
℡:（必須）　　　　　　　　Email:（必須）

	連絡方法
	□学校へ℡（繋がりやすい時間帯:　　　　　　　　　　　　　　　　）
□学校へメール
□担当者個人携帯へ℡（繋がりやすい時間帯:　　　　　　　　　　　）
□担当者個人宛へメール

	実施教科等
	□総合学習　　□英語／外国語／国際　　□社会　　□学級活動
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

	対象学年
クラス等
	　　　　年　　　　　組　　　　　名
　　　　年　　　　　組　　　　　名
　　　　年　　　　　組　　　　　名
　　　　年　　　　　組　　　　　名　　児童／生徒合計　　　　名

	希望形式
※どれか１つを選択
	□対面　　　　　　□オンライン　　　　□どちらも可

	複数回シリーズでの実施を希望しますか。
	□希望する
※「タイトル・要旨一覧」にて、ご希望チームの実施可否をご確認ください。
※日時や回数、内容等は、担当ファシリテーターと相談していただきます。

	ワークショップは原則1クラス程度（30～40人）対象で、90分間です。

※人数・時間等についてはご相談に応じます。裏面のその他欄でお知らせください。

	希望日程
	第1希望：　　　年　　　月　　　日（　　　）

時　　　分～　　　時　　　分 　　　限～　　　限
クラス/グループ：

	
	第2希望：　　　年　　　月　　　日（　　　）

時　　　分～　　　時　　　分　　 　限～　　　限
クラス/グループ：

	
	第3希望：　　　年　　　月　　　日（　　　）

時　　　分～　　　時　　　分　　 　限～　　　限
クラス/グループ：


	関連SDGs


	タイトル
	希望順
ご希望番号１～３を記入してください。

	１０、１６
	Be Real．～お互いを尊重できる未来へ～
	

	１６
	どうして周りを気にするんだろう？～それって思い込み？～
	

	４、１６
	え！それ食べるの！？～世界の珍味に「いただきます！」～
	

	１、２
	給食は誰かにとっての希望
	

	５、１０
	その当たり前はみんな同じ？
～アンコンシャス・バイアスから学ぶジェンダー問題～
	

	１６
	海の向こうで起きてること
	

	４、１０
	私たちの学校は当たり前？

―「『みんな』と分かり合える学校」を作るためにー
	

	３、１０、１１
	みんなが安心できる避難所づくり～多文化防災について考えよう～
	

	２、１０、１２
	フードダイバーシティってなに？
～誰もが食べられる日本食について考える～
	

	３、４、５、
１０、１１　
	ちょっと気持ちのよい私たちの学校
	

	１、８、
１０、１２　　　
	「価値」ってなんだろう
	

	〇その他ご要望、タイトルの選択理由などを下記へ必ずご記入ください。

	


(公財)新潟県国際交流協会宛FAX: ０２５-２４９-８１２２


E-mail: nia21c@niigata-ia.or.jp





申 込 締 切


令和６年 7 月12日（金）


令和5年 11 月24日（金）





裏面　WS希望順をご記入ください








2

